














はじめに 

妊産婦死亡を予防する対策としては、次の如きことが考えられる。 

(1)妊産婦に対する教育、妊娠中の検診の普及、生活指導の徹底。 

(2)妊産婦を取り扱う医療機関の施設・設備医療水準の向上､医療従事者の技術水準の向上。 

(3)救急体制の強化、特に医療機関相互の連絡の強化。 

(4)妊産婦死亡の実態の把握、分析、調査結果の発表、予防策の策定 

先進国の多くは､妊産婦死亡例の調査機関を設けて個々の症例を出来得る限り調査しその

死亡が防ぎ得たものか(preventable)、避け得たものか(avoidable)、防ぎ得たとすれば問

題は何処に存在するのか、妊婦とその家族か、妊婦の普段の健康状態によるのか、医療側

に問題があるのか、医師、助産婦、看護婦のいずれか、医療機関の設備に問題は無かった

か、あるいは患者の輸送手段に問題はなかったか、等について調査をおこなっている。 

ここでは主として英国、米国などの調査委員会について述べる｡ 


